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Abstract．

　　 On 　the 　Ho 詈

sちing　Arrangement 　of　the ‘’Ko 亀aka
，

，P
　a　litUe　Gun 　Boat　of

　　60Tons ．　 By 　M ．　Fukui．

　In　this　paper ，　the　author 　intend8　to　descrlbe　how 　the ‘‘Kotaka”
〔a 　h鵬 e　river

9 ・ nb ・ ・t）廂 ・ lifbed　by ・ ・ra … nd 　p ・ t℃ n 　b・ a ・d ・ ・hip　wh ・ n ・h ・ w … t・a 。 ，p。，1贓
from 　the　Tama 　Dock 　Yard，　Japan，　to　Shanghai．

Th ・ h・U ・f　th ・ b幡 is　n ・t … t・ ・ ng ・i・ ce ・h・ h・s マ・ry・light… ntlings ，　b。t
she 　displaces　60　tO・s ・も th・ n ・・m ・L ・・ nditi ・n ・nd 　h・・ welght 　iifted　w 。，　s。，h
amount 　 as 　53．5 加 ns ．　 TherefoTt∋，　 it　 iS　a 　rare 　case 加 do　8uch 　a　work ，　and 　there

wele 　もroubles 　to　be　o ▽eTてx）lne ．

Y ・uwi1 且b・　i・わ・re ・t・d・i・ th・ ・ uth ・ゼ・ e ・pl・matior・ ・b。ut ・th・ f・11・wing ・item，、．

　　　　　　　 Tbe 　outline 　of　the　subject ，

　 　 　 　 　 　 　 The 　general　feature　of 　the “ Ko もaka ．”

　　　　　　　 The 　calculation 　 f・ r　 the　lifting　 arrangemen も，

　 　 　 　 　 　 　 The 　result 　of　the　 work ．　etc．

　　　　　　　　　　　　　　
・一一

、 建 造 竝 に 輸 逡 の 經 緯

　楊子江警備 の 爲に 多數 の 砲 艦が派遺 され て 居 る の で あ る が 、任務途行上或 る場合に は何れ の 砲艦 も

大 tctaぎ非常な不便 を感する こ とが屋で あ るか ら、 小排水量淺吃水の 船で 相當の 兵裝あ る もの が必要

で あ る との 聲が荐 に警備の 任 に 當つ て 居 た側か ら出て 居 た
。 夫 に 從ぴ 愈 よ昭和 4年排水量 六十 碗 吃水

mb・O・640 米 の 小鷹建造 の こ とに決定 された の で あ つ た 。

　建造の 事が快定され る と直ちに其の建造に關 し次の 3 種 の 方法 に つ き利害得失の 比 較 を行 つ た 。
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　 （1） 全 然支那 に て 建造す る事 。

　　（2 ） 内地 に て 組立迄の 工 事をな し之 妓 那 に て 組立 て 傭 ・

　　（3 ） 内地 にて 建造 し適當なる船に搭載 し支那 （上海）に輪逡する事 。

蘇 調 査の 褓 σ ）及 （2 ）瞰 ・ ・ と齷 姻 煩ひ 蟋 起す 擾 が あ り瀦 局 （3 ）は る の が

最 も鯲 で あ。 と考一 られた ． 然 しなが ら内地 鯲 け礪 込み 齣 等の 困鯤 舳 力｛・上 海 鯲 ける

糎 機勧 に よ つ て 贓 眦 の 方脚 ・ 依れ なゆ も燃 瀞 の で 早灘 査 せ る處・　 New 　E ”ginee「mg

。。d．S、iPP、。g．W 。，k， の 海上起重擲 撞 ・6 励 蟷 時腸 齪 聾 は 55 鞭 あ つ た の で ・ぎ りぎ

b一杯 で はある 鞭 嗣 能靦 込が つ い た謀 の 外 に は齟 目的に 合致 す・様 な もの は ’・・　’Pの で 嗣

前記 の もの を使用 し （3 ） に依る こ とに決 定 した 。

斯 くて 昭和 4年 4 月 27 日三 井粧 株式會瓧 腱 造契約が繍 され 洞 齢 部玉 蝪 に て 離 の 事

とな り．工 事は離 の 努 力 ・・ よ 瓶 秀 な成績 に て 締 5 年 ・ 月 ・・ 日竣工 し・愈 輸邁 と云 ・｝・　e とに

なつ た 。

是 よ り先 き皹 鯲 て は攤 艦鴣 をして vaXe しめ る ・ と碇 め澱 遑祕 魏 瑠 竝 酢 難

關 し夫 々 關係各所 へ 指令 を發した 。

此齢 竝。離 、。 難 。 よ る講 邊廓 る諸璢 及び牒 の 主な ・艪 ま如 通 りで あ つ た ・

　　海 軍 艦 政 本 部 　 吊揚装 置 の 計畫 。

　　横 須 賀 海 軍 工 廠 特雛 鶺 に 小 麟 載 の rtの 艦 上 設備碑 す ・

　　玉 　 工 　 楊 鵬 難 ・ 靆 、鱒 駢 し品の 鮒 し・ 其の 蟹 竝睛 軅 上 へ 膿 の 黼 ・

　　佐 世 購 軍 工 廠 上 海 鯲 嚇 縫 機 の 雛 、小 reの 吊卸 し ・ 竝 燉 外 し品 の 復欝 ・

上 記 の 如 樒 接。相關聯す ・諸工 事及び 牒 絡 所 鯲 て 艦 す ・事 とな り・・ 一見 して 纐 る鞭

煩鰤 。 。 、考一 られ ・灘 ．實際・ も其・ 聞嗹 絡・ は攜 臆 腰 ・た ・ 然 し當聴 軍 の 鞴 は

鰭 な ilme探 らざ る を得な・，・ k の ・ あ つ ftが ．纈 緲 な く緲 ・鱈 闘 醐 へ 弓陂 しを了 し

得 た 。 而 して 現 在該艦 は警備任務途行上頗 る重寳 とされ て 居 る 。

態 五計 醜 の もの 蝪 嚇 し塒 ・ 各脈 行 はれ ． 樋 機の 櫨 さ一 許す な らば・此 の 爲腑 に

論 をなす とか 云 蹴 事 はな く、從つ て 特・人の 臆 ・惹 く攤 事 臆 ・ の で あ る カζ・雌 の ae

に 腫 。 の 制限 を受 け鳩 め 備 殊 の 吊櫞 彫 必戴 す るに 勁 洪 の 謡 竝に髄 礑 つ て は ・

尠か らざ。搬 要 ・た ． 鷆 第
一

は・1鷹 ・欟 鉱 第三 及び第四 は玉 鯲 ける搭雛 業の fLkM

で あ る。

　　　　　　　　　　　　　＝
、 建 造 竝 に 輪 遘 月 日

黙難 i響 　lilill懿 1鶚欝
同 5 年 1 月 1t 口 竣 工 　 　 　
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卜

（a ） 重 要 寸 法 等

　　垂 線 間 の 長

　　全　　　　　 長

　　 除 板 最 大 幅
’

　　深

　　卆 　均　吃　水

　　排　　水　　量

（b ） 重　　　量

船

艤

齊

兵

主

備

機

殻

装

品

器

械

補 助 機 械

　
30．00030

．5004

．goo1

．4000

．64060

．668

ヨ 、 小 躔 の 明 細

常 備 状 懇

　 24．306

　 7．525

　 4．536

　 3．014

　 17．786

　 α 476

　 　 　 　 　 k

速力　　　15．5

馬 力　　　　540H ．　P （II−270　H ．　P．　Diesel　Engine）

兵 装 　機 銃 　 3

　　 小銃 10

　　 拳銃　 7

豫備品及雜晶

油 　 及 　 水

蚕 　　　　 泊

不 明 重 量

　 　 計

常 備 胱 態

　 0206

　 0．700

　 2．000

　 0．119

　 60，668

　 小鷹の 外観は寫眞第一の 通 りに し て
． 詳細は Hg ．　1 及び Eg ．2 に示 した樣 E一あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　四 、 吊 揚 装 置 の 選 定

　 （1 ）　吊揚裝置 計甕 に 考慮 を要す る條件

　　（a ） 上 海 に 於 て 使 用 し得 る機 藪 幾は New 　Engineering 　and 　Shipping　Works の 海上 起重 機 が あ ろ の み で 、

　　　　 其 の 最 大 力量 56 噸てあ ろ事 G （玉 エ場の もの は 70 噸 の 海 上 起 重機である ）

　　（b） 費 用 僅 少 な る 故 上海 に 派遣 し得 る職 工 は 十藪人 を 超 え る事 Ae許 さt い か ら 、 搭載 に 際 し吊揚 重量鞁 減 の 爲

　　　　 の 一時取タトし品 は 覆舊容 易 な ろ もの 丶み とす ろ事 。

　　（C ） 特務艦青島 へ の 搭載竝 に 吊卸 し可 能 の 事 。

　　（d ） 小 黶の 船 體 は輕構造 で め る か ら、 吊揚時 の 異常な荷 重 に 依つ て船 體 を害ttられない 樣 に す ろ 事 。

　上記 の 條件 に 從ひ 吊揚全重量は 55腫迄 に止 める事 と して 計畫 を進め て 行つ たの で あ る 。 而 して 55

瓲の 内に は 吊揚裝置の重 量 も含んで 居 り．船の み の 吊揚重量約 48 聴 ．吊揚裝置 の 重 量約 7 醜 と當初

は假定 して 居た の で あ る
。

　計盡 の 際に於 け る豫想で は吊揚般體重量 を 48 腫迄 に 減少 す る の は隨分困難 で ．重量輕減 に は大努

力 を要す べ しと考へ られ た 。 然 る に （b ）に よる復舊 に あま り人手 を使用 し得 な い と云 ふ條件 が 加 は

る の
’
氏

一
暦重 量輕減に 意 を用ゐね ばならなか っ た 。 主機械は幽來れ ば

一
時取外 しを希整 し．此 の 事

が 實現 すれば輪逶 は極 め て 易々 た る もの で あつ たで あ ら うが ．（b ）の 條件は是を許さす 、 （c ）の 條

件 は吊揚裝置 の 高 さ に 制限 を與昏共 の 計畫 を困難 に し、（d ）の 條件は 吊揚時船體に 歪 を生ぜ しめな い

様充分の 注意 を促す もの で あつ た 。

　（2 ）　吊揚裝置の 選擇竝 に共の 構造

　吊揚裝置 の 計畫 に 當 り參考 となる べ き前例を探求 した處．相當大 きな船 を吊つ た例は あ つ て も歌況
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　を異 に して 居 り． 只之 lc近 い 例 として は重量 8 噸 位の C・瓢 B ・を吊つ た實例が あつ た けれ ど も．重

量の 點に 大 きな差が あ り特 ic參考 とは ならす ． 共の 他に 於 て も適當な資料は殘念なが ら見出 し得 な か

　 つ た 。

　　吊揚裝置の 案は二 三 あ り．其 の 内の 或る もの は實際使用 した もの よ り重量が輕 く出來そ うなの もあ

つ た の で あるが ．＃の 裝置の 各 皿 Gmber に來 る力に不確k 所が ある の で
． 自信 ある裝置 とす る爲 に は

・ 却つ て 重 量が檜 すか もしれな い か ら．結局 Fig．　3 及 4 に 示 す樣 な簡單 な而 して 確實な裝 置 を探用す る

　こ とに した 。 其の概要 は次 の樣で あ る 。 皀口ち艦艇よ り夫 々 船の 長 さの 約 ％ の 處 に於い て幅 1・2 米の 鋼

板製 band で船 を抱き、此の band は wire 　rope を介 して ．　 transverseの 方向に 向い て居 る Iower

st「uts に取 付けて あ り、 此 の struts の 長 さは船 の 幅 と略 之等 し くして ある 。 更 に此 の 各 よの strut

の 雨端は共 の 上 方を縱に通つ て 居る upp θr 晦 ut の 一端 と wlre 　rope に て 蓮結され て居 る 。 upper 　strut

の 長 さ は前後部 band の 中心 間の 距離 と略 i 等 しい
。 而 し て upper 　strut の 兩端に wire 　rope を取付

け、其 の 他端 を起重機が吊る事 に なつ て居 る 。

　 圖面に はま：に説明 した 外に wire 　rope が 記入 して あ るが 、 之 は振れ 止 め と deflectionの 大 き V ・場 合

之 を防 ぐの を目的 とした もの で 、直接 重量 を持たす意味で は ない 。

　 i若しも事情が許す な らば ．ヒ記 の 樣に 2 つ の hand で 船 を抱 き、之 に非常に長 い W 玉re 　rope を取付

け．此 の wire 　r 。pe に 起重機 の 鈎 を掛ける こ と に すれ ば至 極簡單 に なる の で あ る が ．小鷹の 場合に は

起重機の 高 さ と特務艦青島 の 乾舷 との 關係で
、 左樣に 簡單な方法 を採用す る こ とが不可能で あ つ た。

夫 れ故 3 本の struts を組合せ 吊揚裝置 を造 り．制限内 の 高さ とす る樣 に した の で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　五 、 吊 揚 装 置 の 計 算

　 （】） 吊揚装置各部の 安全率

　　 （a ） wire 　rQpe 一
普通艦船 に 使用す る wire 　rope の working 　load は breakin9　laadの 117と し

て 其の 寸法 を定 めて 居 るが 、本裝置は玉 工 場及び上 海に於て 僅 2 囘 しか 使用せ す且つ 重 量輕減の 必要

もあ り．actual 　load は breaking　loadの 1！3，5 と して 其の 寸法 を決定す る こ とS し允 。

　　 （b ） struts 　一 軟鋼 の 構造物は通常死荷重 に對 して ．安全率 を 5．5 位に 取 り、荷重の 種類例 へ

ば buckling　load、繰返 し荷重叉 は sh   k 等に よ り適當に増加 して 居 るが ．本裝置で は aetual 　Ioadの

コ・5 倍 を test　loadとな し、
　test　load の 4 倍が collapsing 　loadとな る樣に考へ たか ら aetual 　load に

封 す る安全率は 6 となる譯で あ る 。

　　 （c ） 諸金具類一
普通 に 艦船に 使用する金具類は working 　 load の 2 倍 を test　 lead と し．

test】oad の 2・5 倍 を breaking　Ioad とす るの で あるか ら安全率は 5 で あるが 、本裝置の 諸金具 類の

計書 に 當つ て は actllal 　loadの 1．5 倍を test　Ioad と し、　 test　loadの 2．5倍 を breaking　load と し た

か ら、安全率は 3．75 を探つ た譯で あ る 。

　（2 ） 吊揚時 に 於 ける豫定船體重量及重心位置
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　吊揚時に於 ける船體重量及重心位置 を攻の 樣に豫定 した 。 （但 し鼓 に擧げた計算は建造が 相當 に進み

計算資料が 可 な り得 られた 際の もの で あ る 。）

　註 ：一 便宜上以 下 計算 の 單 位に 對 し て次の 略記號を使用す る と とN す る
。

　 　 　 　 me 飴 r 　　　　　　　　 ＝＝m 　　　　　　　　　　　 oentimeter 　　　　　 ＝ Ctn

　　　　m 且limete・ 　 　 ＝ mra 　 　 　 　 　 T ・n （Englisli）　 　＝ T

　　　　TOn （French）　　　　 ＝ t

　輕荷駄態 に於 ける船皚の重量は 51．396t に し て
、
10ngitudinal　centre 　of　gravity　abaft 　midship の

量 は 1．606m と 豫定 した 。 此 の 重 量 の 内 よ り復舊 に 多 く人手 を要 しない もの を出來得 る限 り多 く一時

取 外す事 と し、共の 重量 を算定 した結果 1L169t となっ た 。 此の 重量 を減 じ、吊揚時に於 ける 船内の

支柱補彊等の 豫定重量 4．OeO　t を加へ ．吊揚重量 44．227t．重 心位置 1．606　m 　abaft 　 midship と算定

した 。

　 項 　　 目

輕 荷状態重 量

一時取外 し品

同

同

同

同

上

上

上

上

船 内 支 柱 及 補 張

合 計

固定齊備品

艤　装　 品

兵　　　器

船　　　殻

機　　　闘

重

5L396
− 1．810
− 1．559

− 1．300
− O．SOO

− 6． 

　4．00044

．227

量 （t）　　C．G ．　abaft 皿 idship（m ）

1．600
− 8，3961

．291

− 2．500152004

．0001

．0021

．606

　而 して 吊揚裝置の 計算に 當つ て は之 に餘裕重量 0。773tを見込み ．吊揚裝置 を含まざる重 量を 45．000t

と豫定 した。 吊揚裝置の みの 重量 は 7．250　t と算定された の で 、船體及び 吊揚裝置を合計 しk 全 吊揚重

量 は 52・250　t・其 の lengitudinal　centre 　of　gravity の 位置は 1．439m 　abaft 　mid 　ship と豫定 し た
。

　（3 ） 吊 揚 裝 置 の 詳 細

　吊揚装置は計畫の もの と實際に使用 した もの とは少 しく逹つ た もの とな つ た か ら．參考の 爲め兩方

共添附す る こ とに し7t，e　Fig・3 は計畫の もの 、　Fig・4 は實際に 使用 した もの で 、　wi 　re 　rope 、金具及裝

置 の
一

部 が多少計書 の もの と相 違 し て 居 る
。 之 は 張力並 ic重 量 の 點で 差支 へ が な けれ ば代用晶 を使用

して も宜 しい と した結果で あ る 。

　（4 ）　吊揚裝置の 各 member に作用す る荷重

　Fig・　3 に 詳細記 入し て あ るか ら、該 圖面 に依 れば荷重 の 猷況 を詳 し く知 る事が 出來る 。 念の 爲め書

き加 へ て 置 くの で あ る が、是 等の 荷重 を算定 す る際には 先づ balld　plate に來る荷重 を定 め．夫以上

の もの を定 め る揚合に は wire 　 rope 金具等の 重量 を次第に 加へ て 行つ て あ る 。

　（5 ） 上部 strut 及び下部 struts の 強 力計算

　吊揚裝置の 上部及び下部 stru ＋di は種 々 な場合 を考 へ 比 較研究 を行ひ 、最後に Fig．3 及び Fig．4ic

N 工工
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示 す樣 な寸法 に決定 したの で あ るが 、 煩雑にな るか ら最後の もの に就き而 も代表的な計算 のみ を擧 げ

よう と思ふ 。

　　（a ） 上 部 strut の 計算

moment 　of ｛nertia 　abgut 　XX 　axis

sectional 　area 　of 　sしrut

radius 　of 　gyration　about 　XX 　axis

moment 　 of 　inertia　 about 　 Y 　Y 　 axis

radius 　of 　gyration　about 　YY 　axis

compressive 　Ioad　on 　the　strut

　　 　　 。・．　 test　Ioad

Iength ・f　the　strut

ヱk ＝ 38
，
676　cm4

A ＝ 　 209cm 罵

kκ
＝　　13．6　c 【n

ヱセ ＝ 14，859　Cm
‘

kF＝　 8．43　cm

　 ＝ 26．43t

　 ＝39．645　亡

ヱ｝　＝ ・12．500　m

　YY −axis に 關 す る radius 　of 　gyra七ion を採 りbuckling　faetorを求め る に

　 　　 　　　 　　 　 ＝＝ 148．28
　 　　 　　　 　　 たr

伎つ て b・th・・1d ・ hi・ g・ と假定 して 、　 E ・1er’s　f・・m ・1・ に よ る事 とし・E を 13
・
500T！［ゴ

’

及び 10
・
500

T1口
F’

の 2 樣 に假定 した場合 に 就き計算 した處．次 の 結果 を得た 。

　　 E ＝ 13
，
500T1口

”

の 場合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 π
2E

ノシ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝］99．535t　　　　　　　 eollapsing 　Ioad＝
　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　 L2

　　　　　　　　α ｝Haps塾g　IOad　＝ 7．54
　 　　 　　　 　　 actual 　IOad

　　　　　　　　・。11・p・i・ gl 。・d
＝ 5．03

　 　 　 　 　 　 　 　 　 testlload

　　　　　　　 av ・ rag ・ i・te・lsity ・f ・・11・p・i・g　l・ad ・＝ ・O・945・t／・m
’

・r　6・05Tl［ゴ
’

　　 E ＝ 10，
500］

「
1口「t

の 場合

　　　　　　　　CDIIaFsing 　load　＝ 155・286　t

　　　　　　　越 1・p・1・gl ・・d
− 5．88

　 　　 　　　 　　 actual 　 IOad

　　　　　　　　coll乳psing　IOfid　＝ 　　3．92
　 　　 　　　 　　 　 test ］oad

　　　　　　　 。verag ・　i・ te・sity ・f ・・11ap・i・g　l・ad ・ 　O・743tノ・M2 ・・ 4・72　T ！〔ゴ
’

　次 に strut 自身の 重量に よる nm 島 bending　stress　f2を both　endS 　freely　supPorted の beam と・

假定 して 求 め る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 阻 jD
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝ 328．125tcm　　 max ．　bending　momcnt ；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8
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　　　　　　　 W ＝ strut の 重量 ＝ 2．10t　　　　　　　　　　　　　　　
鹽

　　　　　　．噛．　f2＝ O．140t！cm2 　0r 　O．889　T！〔］
et

故に strat にか S る oompres3i ▽ e　stress は…欠の 樣に なる 9 但 し E ； 10・500　T！rl
’

と假定せ る場 合 を考

へ ．aetual 　loadに よ る average 　intensity　of 　compressive 　stress を ∫エ とす る とfi　＝ 　O・127　tlcm20r

O．803T！［ゴ
t
で あ るか ら．

　　 ∴　combined 　oompressive 　stress 　acting 　on 　the　strut

　　　　　　　 ＝ f−

＿−f．
　＝ 　O．803十 〇．Z89＝ 1．692　T！〔r

’

而 して average 　intensity　of 　collapsing 　load との比 は 2．79 なり。

　次 に strut を 39・65　t の compressive 　load を受けつ s 自重 に よる uniform 　load を受 けて 居 る both

ends 　freely　supported の beam と假定 し、其の maximum 　defiectionを近 似式に よ り求 め て 見 る に 、

　　　　　　　・一 鰐 ，（
　　 Pff
1十
　　 10EI ）一 撒 m ・・y …

但 し此 の 結果は compressive 　loadは test　load．　moment 　of 　inertiaは な とし E ＝13
・
500　T1匚r

’

と し

た時 の 計算か ら出た の で あ る。

　材料 の 不均齊並 に 工作上避 け得 られざ る eccentricity を考 へ た場合に就き Cace の 式 （Cace
’

s
“S七一

rength 　of 　
・Material”

） に依 り計算す る と．安全率は t（st 　lOadに對 し約 3．5 とな り可 な り小 さ い の で

ある が ．2 囘 しか 使用 しなV・ の で あ るか ら差支 なか る べ し と考 へ た 。

　　（b ） 下 部 struts の 計 算

　略記號公式等に 就 い て は前 （a ）項 參照 の こ と。

　　　　　　　 Jr ＝ 1．125cm ‘

　　 ks＝　4．77cm 　　rr　・＝ 　1　．093cm‘

　　　　　　　 kr　＝＝　4．70　cm 　　　　　ヱL＝ 5．080 皿 　　　　A ＝：49．43cm2　0r 　7．66拿hr］’

　YY 　axis に關す る radius 　of 　gyration を採 b　 buckling　faCtorを求め とる ．

　　　　　　　 五侮 ＝ 108

となるか ら ． 此 の strut に は Euler ’

s　f｛）rmula と Johmson’s　parabolic　fDrmulaとの 二様の 計算 を爲

す事 とした 。而 して both　 ends は上部 strut と同樣 hinge と假定 した 。

　　　（i） Jolins　i皿
，

s　parabolic　formulaに 依 る と

　　　　　　　一｝・ 42，000 − e．g7（Ltk）… 1b・fN’f

　　　　　　　　 ＝ 　30，
6831bs．！［：yr　or　　　13．698　T！〔／

’

　　　　　 ．
・
．　 P ＝ 104．954Tor 　　　106．631t

actual 　compressive 　IQadは 12．05t 從つ て tast　londは其 の 1・5 倍 18・075　t なる を以 て

　　　　　　　 ・・11・psi・ 91 °ad
＝ ＆8

　　 　　　 　　 　 actual 　load
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　　　　　　　・・II・P・i・ g　l・aLd ． s．9 　 　 　 　 　 　 　 　 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 tL・st 　Ioad

　　　（ii）　Euler，

s 丑）rmula に二依 る と ，

　　E ＝ 13
，
500T1□

”
・r　2．1261！Cm2 の 場合

　　　 ，　　　　 collapsing 　load＝ 88．89t

　　E ＝ 10
，
500T！口

” or コ．654tlcm2の 場合　　　　　 ・

　　　　　　　c（）Ilapsing　load＝ 69．16t

　　　　　　　・1。II・p ・in鍔 1・ad
＝ 5．74

　　　　 　　　　actual 　 load

　　　　　　　・ ・｝ll
翌虫 9迦 L ＝ 3．61

　 　 　 　 　 　 　 　 test　 load

　　　　　　 average 　intensity　of　collap 　iing 　Ioad＝ 1・40t／cmt 　or　8・88　Tア［ゴ
’

　次に strut 自身の 重量 に よ る max ，　bending　stress 　f2「 を bDth　ends 　freely　supPorted の beam と

假定 して 求 め る と．

　　　　　　　max ．　bending　lnoment ＝ 31．Zr） t　cm

　　　　　　 f．

「
＝ 0．／64亡！cm2 　0r 　1．04tT！口

”

故 に strut ；c か S る （．vmpressive 　stress は次 の 樣 に なる
。 但 し E ＝10，

500　T／ar を探 り・
actua ！　load

に よ る averaga 　intensity　of 　compressive 　stress を f．

「

とす る と ft’ ＝ O・244t！cm2 　or 　1・55T！匚］
「t

で ある

か ら

　　　　。’．　cワmbined 　compressive 　stress　aeting 　on 　the　strut

　　　　　　　r丿 
’

十∫2
’

＝ 1。55十 ユ．041＝2．591T！［ユ
尸’

故に average 　intenEity　of 　collapsi ・ng 　Ioad との 比 は 3・43 となる ・，

　次 に strut を test　load　18．075・t の c ｝mpressive 　Ioad を受 けつ X 自重 に よ る unifor 皿 Ioad を受 け

て 居 る both　en 由 掘 ely 　suppDr むed の beam と假定 し其の 皿 aximum 　defiectionを近似式に よ り求め

て 見 るに 、

　　　　　　 δmax ．； 1。013cm 　say 　101n皿

　（6 ） Band　 plate の 張 力計算等

　　　（a ）　B；znd 　plate の 強力計算

　前後の 1）ftnd 　plateが 受 け る荷重 を夫 々 R
．
　R

， とすれ ば

　　　　　　R
．

−
45

欝
9生一 ・7・618・

　　　　　　R
・

一
亜
欝

墜 一2囎 ・

とな る 。 今荷重 の 大なる 後部 b・！ld 　plateに 就 き計算す る と．band は兩舷で 吊 られて 居 るか ら片方の 受
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ける best　lOad は 27．382× 1．512皀Pち ’20．874　t で ある 。

　最短距離 AA 線 （Fig．3 參照 ）に て shear され る もの と假定すれば ．

　　　　　　　禰 ・・ g ・tress一嬲 ・ … kg／・ m2 　or　3．49　T1［r’

分母 の 3
，
800 は phte の 斷面積 を甼方retcて 示 した もの で あ る

。

　次 に bearing　streSs を次 の 様 な假定 の も とに計算すれ ば ．

　　　　　　　 cl ＝ 孔 の 直徑 ＝ 100　inni

　　　　　　　 t＝ tl・ickness　of　the　plate＝ 38　mm

　　　　　　 fb＝ beari【】g　stress 　of 　unit 　area 　of 　the　plate

　　　　　　　 二 10T ！匚zrt　Or 　　　1．574　t／Cln2

　　　　　　　　 bearing　l・ ad ・ ・ d ・t・f・　・ 59．8　t

　　　　　　　　 beariPg　load と test　Ioad との 比 　　2・86

　　　　　　　　　　
tf

　　
「t
　 と aetual 　 Ioad との 上ヒ 4．37

／

．盥 i

　其の 他種 々 の seetion で 切斷す る場合を考 へ て 計算 L て 見た の で ある が ．何れ も充分な factor　of

Safety があ り、Fig．4 に示す通 りの もの で何等の 心配もない こ とが判つ た 。

　　（b ） Band 　plateと船體間に挿入 の 木材 に か s る壓力

　木材 の 受 け る壓 力の 計算は其の有效長 さ を 1．200 】u 及び 2。000m の 二樣に 考 へ
．　band　plate の 受

ける全重 量 を 11 本 の 木材で支 へ る もの と假定 した 。

　　　　　　　 J・
、

＝ 1ength　of 　the　w ・od

　　 　 　 　 　　 B ＝ breadth　　”

　　　　
”

　　 　 　 　 　　 7L ＝ number 　
’厂

　　
”

とする と．船體との 接觸面 は L
．

・B ・　n となる 。 此 を以 て 次 式を作 り木材の 受 ける壓 力 を計 算す る と ．

　　　　木 材 の受 ける壓 力 ＝ p　＝ ：　t，est　Ioad！L エ

・B ・　n

　　　　　　　L
ユ

＝ 1．2eO　m の とき　 p ＝ ＆03　t！m20r ｛）．746　Tl匚t

　　　　　　　L
エ

＝ 2，000m の とき 　 P ＝4．744　tlm20r 　o・446T1 口
’

　（7 ） 機械室下部 transverSe 　franleの 強力計算

　機械室に は相 當大 な る重量が concentrate し て 居 る が ．此 の 箇所 を直接に適當な裝置で 支持 する事

は困難で あ るか ら、 結局其 の 重 量は最初 frame で 受け て 順次各 member を經 て ．最後に 前後の 兩

band　plate で 支持す る事 に なつ た爲め主機賊下 の frame は異常の 荷重 を受け る事 となる の で 、一應

強力 の 計算 を して 見 る 事 とした 。

　計算に當 つ て は次 の樣な假定を した 。 皀Pち機賊の全重量 を ユ5t とし．之 を 6 無 me に て 支 へ る も

の とし．1　frame 當 bの 重 量を求 め、此 の ％ つ つ が 兩舷 の縱 隔壁 か ら O・700　m の 所に各 麦集 中す る

もの とし、其 spau の 長 さは兩舷の 縱隔壁闇の 距離 とし 、
　both　ends 　freely　SUPPOrted 及び bo乞h　ends
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fix（対 の こ t“tC考 へ て maxhnum 　bending　stresses 及び deflectionを算出した 。

　　　　both　ends 　freely　Supportf 　d と考 へ た時

　　　　　　 top　eompression ＝ o．ol235　t／mmz 　or　7・85　’r／匚r
’

　　　　　　 bottom　tension ＝ 　O．OIO78　t／mmt 　or　6．84　T！匚r’

　　　　　　 defieGtion　　　 ＝ 7．28　mm （E ＝ 10
，500　T！匚］

”

と して ）

　　　　both　ends 　fixed と考 へ た時

　　　　　　 tr）p　eompression 　＝ 　O．00294　t／mm20r 　1．87　
「r／口

”

　　　　　　 bottom　tension　＝ o．oo256　tlm 皿
2
　0r 　1．63　T1［zf

「

　　　　　　 defiection　　　 ＝ 1．58　mm （E ＝ 　le
，
500　Tlm ，t

として ）

　（8 ） 吊揚時に於 ける船體の 縱強力

　吊揚時の 歌態に相當す る weight 　curvo を畫 き ，前後兩 band　platesの 各 t の 中央 に於 て support

された もの と假定 し、bending　moment 及び shearing 　force　curve を integraph を使用 して 圖式に求

め、次に 一般 の 縦強 力計算 と同樣 strength 　section を置 き．　 bending　stresses 及 び shearing 　stresses

等 を計算 した 。 唯 deH   tbn は其 の 計算結果 の 使 用 目的か ら考 へ 、計算 を簡單 に す る 爲．前後部 band

plate の 各 土 の 中央 を界 とし前 中後の 3 部分に船體を分 け、中央部は both　ends 　fixad、 前後部は one

end 　fixed　and 　the　other 　freeと假定 し て Ad！Zcurve を求め．　 integraph を使 ひ 圖式に求め る事 とし

た 。 其の 結果は Fig・　5〜 Fig・8 に示 した檬に なつ た 。

　次 に sheariug 　stress の 計算 を示 す こ と S し、次の 略記 號 を使用す る 。

　　　　　　 F ・＝ shear 正・ g　fb・ce 　in　t。

　　 　　 　　 1 ＝ moment 　of 　inertia　of
’
　the　section 　in　Mm2 　m2 ．

　　　　　　 b ＝ thickness　of 　tlle　shell 　plate　i皿 nlm ・

　　 　　 　　 M ＝ moment 　abl）ut 　the　 neutral 　 aXis 　 in　 mm2 　 m ．

　　　　　　 9P＝shea ・i” g　strc・ss　in　the　plate．

　　　　　　 9r＝ shear 量ng 　s；refs 　in　the　rive 凱

　 　 　 　 　 　 A ＝ sectional 　 area 　of 　rivet 　in　 mm2 ．

　 　 　 　 　 　 n ＝ number 　of 　rivets ．

　　　　　　 8 ＝ frame　spaee 　in　n ユm 。

　Frame 　 41 番に於 ける上甲板舷側に て は 、

　　　　　 ∬；122 　　　　1
『
＝ 29260 　　　b＝ 3，5　　　］f＝ 6β88

　　　　　・ 9・
− 1／ilC’

… 82　kg！t・   ・… 52・T1・・rt

　　　　　　・
一 繁 一 … 58・kg／mm

・
・・… 672T ／Li

’
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　 sheer　strake の 水線下縱繼目に て は

　　　　　　　gp＝O．835　kg／mmt 　or　O．53　Tl［ゴ
’

　　　　　　　9r＝ 1．078kg／m 皿
20rO ．68T ノ［ゴ

厂

此 の 場合 M ＝7．016mm2 　m で あ る 。

樋 艦reの ・he・・i・ 9・・t・e・・ の 計算で は、　 ・ll・w ・bl・ sh ・ari・9・・tr・ss の 値は 5・TICr 「
〜 e

’・5　Tl□
「「

位に

探 る事 と して 居 る か ら 、 本船 は ・hearing に 對 して 毓 分耐 へ 得 る もの と考 へ た ・

　（9 ） 吊揚時に 於 け る 饂揚装 置 と起重機 の 關係

　玉 工 場 に 於 て 特務艦青島に 搭載す る場合 と、．皐海に於 て 吊卸す場合とで は上海 の 起重機 の 方が 低〉・

の で 、之 に 依 つ て 吊揚裝置 の 高さ 掀 定 した ．
Fig・・2c 中の r特務艦鶺 に交通ea・J・麟 載剛 に示

し て ある樣 ・畝 線上糎 機 の 高さ は起重機艪が ・p・ight の 時 9駅 瀬 斜 し た時 は約 84難 で あ つ て ；

吊揚 裝置 の band　plate下部 よ り頂部迄 の 高さ は 65．36 呎 で あ る か ら約 ユ9 呎 の 餘裕が あ る 。 幾分餘

裕 が 多すぎ る様 に 思はれ るが 、計畫 の 初期に は上海 の 起重機に關テる資料が不 充分で あ つ たの と仕事

の 性質上充分の 餘裕 を殘す事 と した爲め で あ る 。

　 （10） 共 の 他 の 諸 計 算

　Fig．3 に 示 し て あ る 吊揚裝置 の 重量は計算の 結果次 の 樣になつ た 。

　　　　・ 稱 　 　 重
、

量 　 　
名 稱

　 　
重

、

量

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．600
　　　諸　　金 　　具　　　　　　　 1．100　　　　　　　　 band　plates及木材

　　　上 部 ，t，ut 　 　 　 2．10・ 　 　 　 wi ・e 　・・pe 　 　 　 　
O・600

　　　下 部 ・t・uts 　 　 ・、85・ 　 　 　 合 　 計 　 　 　
脚

　諸金 具の 強力等に 關す る 計算 も使用金具が 相當大なる もの となつ たか ら凡 て計算を行なつ て 定 めた

が ．吊揚 の 實施 に際 して は可な り多 く代用品 を使用 した鳳 實際 に使 用 した もの は 計畫當時 の もの と

大分違 つ て 居 る し 、 計算 に關 して は特に 蓮 ぺ るに も及ば な い と思 ひ 省略する事 と し た 。

　　　　　　　　　　　　　　　六 、 青 島 艦 上 の 搭 載 設 備

　青島艦上 に於 ける小鷹の 搭載設備は cruteh 、支柱並 に固縛裝置で あ り、其の 詳細 は Fig・　2C　V［示 し

て あ る 。 青島の 甲板 の 廣 さが小鷹 を搭載す る に は不充分で あるた めに ． 典の 樣 な處置 を講 じ塑。 皀卩ち

　 小 鷹 の 驕 を特務艦青島の 震に向かせ た 。

搭鞘 韆 が大部艙 ・上 畷 ぴ 加 つ て來 る C） で 澗 面の 樣 va ・・ut・h の 或 もの は艙 吐 へ 突出さ

した 。

　 檣 の 根本 に あ つ た左舷揚貨機 2 臺 を一時取外 した 。

　其の 弛搭載の 邪魔物は大小 とな く悉 く取外す こ とに した。 （以上 の 工 事は 大部分横須賀工 廠に て 施

行 され た）

　　　　　　　　　　　　　　　　 七 、 經　過　の 　概　要

　豫定 吊揚重量は 52・250 豌で あつ たが 實際は 53．500醜 とな り．
一
時取外 し品の豫定 11ユ69 醜が 實
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1塑 講 演

際に は 10，7［9 唖 とな つ た 。

　吊揚裝 置整備を分擔 し て 居tc玉 工 場 で は
・
入渠の 上 band 　plateを取付 け．次 で 吊揚 試驗 を行つ た j

共の 結果 は良好に して 船體の defieotiOnも僅に 3 粍 位で あ つ たの で band　plate部 の 船體補張工 事 を

多少簡單に し、竝 ；C補助 吊揚裝置は廢止す る事になつ た 。 徇重心 位置が 豫定 よ りも幾分前 方に移 り吊

揚 げた際船 が 傾斜 する事 が判 つ た の で 、 青島へ 積込の 際に は後部 slin9 に shackle 　2 箇 を蓮結 L 約

1L6 ”

延 ば した 。 但し shackle で は作業圓滑を缺くの 虞れが ある の で
、 途中佐世保入港の 機會に於て

前 方 s ］ing を 3’− O，’ （宇折 して 1一 6”）短縮 した 。

　特 務艦青島 へ の 積込 は 昭 和 5年 1 月 12 日玉 工 場の 手に て ．70艟海上起重機 に よ り午前 9 時着 手同

10 時無事終 了 。 次 で crutch の 合せ方 、 支柱 の 適用竝 に固縛に着手 し． 午後 7時頃迄 に全 作業 を絡了

した 。

　品卸 し方 は New 　Engin θering ＆ ShipPing　Works が 之 を請負 う事 に 契約 し ．
1 月 19 日午前 H

時牛吊揚 げに 着手 、正 午無事終了 した 。 江上 は上 下 の 潮流激 し く起重機取扱は内地 に於 ける もの と趣

を異に して 居 るが ． 會就の 手際は眞に鮮な もの で あつ た 。

　江 上 に 浮ん だ 小鷹 を特務艦青島 の 舷側に 俵付け し．band　plate を青島 の derrickに て 取外 し．次 で

取外 し品 中の 重 量物 を小鷹に移載 した の で ． 是等 を絡 つ た の は午後 4時で あつ た 。 是れ よ り小鷹は曳

船 2 隻 に て 曳航 の 上軍艦 平戸の 舷側に繋留され ． 上 記以外の 取 外 し品 は團2F 船 2 隻に て 小鷹の 舷 側に

蓮ばれ た 。

　復舊工 事は極 めて 順調 に進捗 し．同年1 月 20 日 よ り約 4％ 日 を要 し 21 日の 午前滞 た く絡 了 し、

同 日午前 11 時軍艦 旗羯揚式が擧行され た 。 斯 くて 輸邁の 目的 は無事に達 せ られ た 。

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 （絡 ）

討
斡

fisu

0 會長代理 （卆賀　譲君）　 唯今 の 幅井君 の 御講演 に 對 して 御質問な り御討議 な りせ ら る s 方 は御

述 べ を願ひ ます 。

O 田 路 坦 暑 之丈 け calculation を して 引揚げて か ら stress を indicatOrで 測 りま したか 。

O 羅井 夊助君 仕事の 性質上急v・ で ゃ りま した の で 測 りま せ んで した が ．
deflectionの 3mm と云

ふ の は 玉 で 測 つ た の で あ ります 。

O 田路　坦君 calculation か ら何 う deviateします か 。

O 嗣井叉助君 Fig．　8 が deflecti・n の 豫想で あ りますが ．大 vava於 て 合 つ て ゐ る と思 ひ ます 」

O 田 路 坦 暑 net 　52　 ton と申 し ますが 、何 とか して 大型 の 潜水 艦上に乘せ る事は出來 ませ ん か 。

何 故か と云 ふ に ．

一朝有事の 際 gun −bgat を澤山使 ふ場合．先方に crane が 無VOか らと云 つ て ．斯 か
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小鷹（六 十瓲交 通 船）の 吊揚 に 就 て 　幅井 叉 助 墨 1

る面倒な 手數 を掛 けて 居て は大變 だ と 思 ひ ます が ． 御研 究に なつ た 事 が なければ 、今述べ だ 樣な

consideration か らして possibilityは如何 な もの でせ うか
。　temporary　に潜水艦 の 艦 な り艦 な り

に structure を遘 りな どして … ・・…

O 鞨井夊助君 研 究 し なければ判 りませ ん が 、司令塔 などが 岡へ て 充分な場所 が無 い で しや うし又．

stabi ］ityの 點か らも多分困難だ らう と考 へ ます 。

0 卒賀　譲君　小鷹竝 に其の 吊揚に就 て と云 ふ 題目に されて は如何で すか 。

O 編井叉助君 小鷹の 樣な 華奢 な もの を 如何に して 吊揚げたか と云 ふ事を 主 と して 書き ま したの

　　斯か る題目に した の で あ ります 。

で
’

O 會長代理 （李賀　譲暑） 他 に御話は御座 い ませ ん か 。 御座 v・ませんけれ ば ． 輻井君 の 此の 有釜

な る論文の 御 發表 に對 して 諸君 と共 に拍 手 して 感謝 の 意 を表 し度 い と思ひ ます 。 （一同拍手 ）
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